
　
昨
年
は
、
世
界
文
化
遺
産
登
録

二
十
周
年
、
北
陸
新
幹
線
開
業
、

白
山
白
川
郷
ホ
ワ
イ
ト
ロ
ー
ド
へ

の
愛
称
変
更
と
料
金
半
額
な
ど
、

白
川
村
に
と
っ
て
大
き
な
節
目
を

迎
え
た
年
と
な
り
ま
し

た
。
観
光
入
込
数
で
は
、

円
安
・
訪
日
ブ
ー
ム
に

よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
効
果
に

よ
り
、
昨
年
日
本
を
訪

れ
た
外
国
人
旅
行
者
が

千
九
百
七
十
四
万
人
と

一
昨
年
と
比
べ
六
百
三

十
三
万
人
の
増
加
と
な

り
ま
し
た
。
白
川
村
に

お
い
て
も
台
湾
・
中
国
・

タ
イ
を
は
じ
め
と
す
る

ア
ジ
ア
か
ら
の
旅
行
者
が
大
き
く

増
加
し
、
国
内
含
め
た
村
全
体
の

観
光
入
込
数
は
百
七
十
三
万
人
と

一
昨
年
の
百
五
十
万
人
か
ら
大
き

く
増
加
し
ま
し
た
。
今
年
に
入
っ

て
も
そ
の
勢
い
は
留
ま
る
こ
と
な

く
、
冬
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
雪
が

少
な
い
状
況
に
も
関
わ
ら
ず
大
混

雑
と
な
り
、「
言
葉
が
通
じ
な
い
」

「
マ
ナ
ー
を
知
ら
な
い
」
外
国
人

客
の
対
応
で
ス
タ
ッ
フ

が
苦
慮
す
る
な
ど
課
題

が
残
る
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

　
観
光
客
が
増
加
す
る

一
方
で
問
題
に
な
る
の

が
観
光
車
両
の
増
加
で

す
。
荻
町
地
区
で
は
世

界
遺
産
登
録
以
降
、Ｇ

Ｗ
や
お
盆
、
紅
葉
シ
ー

ズ
ン
を
中
心
に
増
加
す

る
観
光
車
両
の
対
策
と

し
て
、
平
成
十
三
年
の

交
通
社
会
実
験
を
皮
切
り
に
様
々

な
交
通
対
策
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。
当
時
私
は
役
場
で
企
画
担
当

の
仕
事
を
し
て
い
た
関
係
で
こ
の

実
験
に
関
わ
り
、
そ
の
後
、
観
光

担
当
と
な
り
平
成
十
七
年
に
設
立

し
た
「
荻
町
交
通
対
策
委
員
会
」

の
事
務
局
と
し
て
長
く
関
わ
ら
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
交
通
対
策
の
歴
史
は
、
表
に
示

す
と
お
り
で
す
が
、
平
成
二
十
六

年
四
月
か
ら
の
年
間
を
通
じ
た
観

光
車
両
乗
入
制
限
の
実
施
に
至
る

ま
で
に
は
、
な
ん
と
十
三
年
と
い

う
長
い
年
月
を
要
し
ま
し
た
。
当

然
、
白
川
郷
の
世
界
遺
産
は
、
住

民
が
生
活
し
て
い
る
場
所
で
、
登

録
当
時
は
集
落
内
に
車
の
乗
り
入

れ
が
可
能
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
、

交
通
対
策
を
進
め
る
と
な
る
と
様
々

な
課
題
に
直
面
し
、
委
員
会
で
そ
の

課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
協
議
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ
の
詳
細
は

省
略
し
ま
す
が
、
観
光
車
両
を
乗

入
制
限
す
る
こ
と
で
、
観
光
導
線

が
大
き
く
変
わ
り
、
で
あ
い
橋
か

ら
の
一
極
集
中
に
よ
る
旧
荻
町
駐

車
場
周
辺
や
南
側
と
北
側
の
人
通

り
の
減
少
な
ど
、
観
光
客

の
分
散
化
に
向
け
た
取
り

組
み
が
必
要
と
な
り
ま
し

た
。

　
村
及
び
合
掌
造
り
保
存

財
団
で
は
、
混
雑
期
に
み

だ
し
ま
公
園
臨
時
駐
車

場
、
寺
尾
臨
時
駐
車
場
（
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
は
診
療
所
へ
）
を
活
用
し
、

観
光
車
両
の
受
入
容
量
を
強
化
す

る
こ
と
で
、
国
道
一
五
六
号
の
渋

滞
緩
和
と
観
光
客
の
分
散
化
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
併
せ
て
、
来

訪
者
の
休
憩
・
憩
い
の
場
が
少
な

い
と
い
う
現
状
を
踏
ま
え
、
旧
荻

町
駐
車
場
跡
地
の
公
園
整
備
、
隣

接
す
る
旧
観
光
案
内
所
・
旧
藤
坂

家
を
休
憩
所
と
し
て
活
用
す
る
た

め
の
整
備
も
行
い
今
春
か
ら
利
用

開
始
す
る
予
定
で
す
。

　
更
に
、
路
線
バ
ス
の
便
数
と
入

込
数
も
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、

現
在
白
川
郷
（
せ
せ
ら
ぎ
公
園
の

路
線
バ
ス
発
着
場
）
に
は
、
毎
日

名
古
屋
駅
か
ら
二
便
、
高
山
駅
か

ら
十
四
便
、
金
沢
駅
か
ら
十
便
、

新
高
岡
駅
か
ら
六
便
、
富
山
駅
か

ら
四
便
　
計
三
十
六
便
の
路
線
バ

ス
が
往
来
し
、
昨
年
は
約
十
九
万

編
集
後
記

　
今
回
、
岩
本
一
也
白
川
村
観
光
振
興
課
長
に

執
筆
頂
い
た
巻
頭
記
事
に
も
あ
る
と
お
り
、
白

川
郷
を
訪
れ
る
観
光
客
数
は
右
肩
上
が
り
に
増

加
し
て
お
り
ま
す
。
住
民
と
行
政
が
切
磋
琢
磨

し
て
こ
れ
だ
け
の
観
光
地
に
育
て
上
げ
た
こ
と

は
大
変
誇
ら
し
い
こ
と
で
す
。
た
だ
交
通
状
況

の
改
善
を
含
め
た
観
光
対
策
の
充
実
は
、
受
け

入
れ
る
側
だ
け
で
な
く
観
光
客
に
と
っ
て
こ
そ

大
切
で
あ
る
と
、
こ
の
仕
事
を
通
じ
て
ひ
し
ひ

し
と
思
い
ま
す
。お
客
様
が
あ
ま
り
の
混
雑
に
、

早
々
に
立
ち
去
る
姿
に
も
何
度
も
立
ち
会
い
ま

し
た
。
多
く
の
人
々
に
白
川
郷
を
知
っ
て
い
た

だ
く
せ
っ
か
く
の
チ
ャ
ン
ス
を
失
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
は
が
ゆ
い
思
い
が
残
る
の

は
贅
沢
で
し
ょ
う
か
。

　
自
治
保
存
会
育
成
事
業
で
旧
中
山
道
の
宿
場

町
で
あ
る
奈
良
井
・
妻
籠
・
馬
籠
宿
を
足
早
な

が
ら
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
観
光

地
で
あ
る
こ
と
を
表
に
出
さ
な
い
落
ち
着
い
た

佇
ま
い
は
貫
禄
を
感
じ
さ
せ
、
こ
の
ま
ま
立
ち

去
り
た
く
な
い
思
い
で
し
た
。

　
勿
論
、
隣
の
芝
生
を
褒
め
る
だ
け
で
は
い
け

ま
せ
ん
。
白
川
郷
の
良
さ
を
受
け
止
め
て
く
だ

さ
る
方
も
多
く
見
え
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
毎

年
合
掌
集
落
保
存
基
金
に
募
金
し
て
く
だ
さ
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ミ
カ
ン
や
写
真
パ

ネ
ル
を
添
え
て
頂
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
た
方
々
の
思
い
を
途

切
れ
さ
せ
な
い
よ
う
、

ま
た
ど
う
し
た
ら
白
川

郷
の
良
さ
を
発
信
で
き

る
の
か
、
研
究
を
重
ね

た
い
と
思
い
ま
す
。

募金ご協力者一覧（敬称略）

平成27年度

竹 筒 募 金

国重文 和田家／ふる郷 長瀬家／神田家／明善寺郷土
館／民宿 十右ェ門／民宿 きどや／民宿 ふるさと／民
宿 久松／民宿 利兵衛／民宿 幸ェ門／民宿 与四郎／
民宿 源作／民宿 大田屋／民宿 よきち／民宿 伊三郎
／民宿 のだにや／民宿 孫右ェ門／民宿 志みづ／民宿 
かんじゃ／トヨタ白川郷自然学校／民宿 一茶／民宿 
わだや／旅館 城山館／民宿 やまもと／土産 こびき屋
／土産 おけさ／土産 山楽堂／土産 佐藤民芸品店／土
産 しゃくなげ／土産 山里／土産 一飛／土産 今藤商店
／土産 白楽／土産 山峡の家／食事 基太の庄／見学 
合掌造り民家園／土産 古太神／食事 合掌 森崎／焔
仁美術館／土産 元気な野菜館／団子 いさなみ／食事 
喫茶狩人／土産 恵びすや／土産 おいしんぼ／食事 喫
茶今昔／白川郷の湯／食事 いろり／団子 ちとせ／た
なか屋／土産 ぜん助／食事 手打ちそば処 乃むら／喫
茶 さとう／あらい食堂／食事 味処ゆきんこ／鳩谷郵
便局／土産 道の駅白川郷／いっぷく ちな／食事 白水
園／食事 飛騨路／盛善／食事 ます園文助／土産 めめ
んこ／城山 天守閣／お食事処 忠兵衛／食事 しらおぎ
／喫茶 鄙／デイリーヤマザキ白川郷店／総合案内であ
いの館

振替による場合
・郵便振替口座　00810－6－51954
・飛騨農業協同組合白川支店（普）9203800

現金書留による場合及び資料請求先
〒501-5627　岐阜県大野郡白川村荻町2495-3
 （一財）世界遺産白川郷合掌造り保存財団
　TEL（05769）6-3111　ＦＡＸ（05769）6-3113
　☆インターネットでも受け付けています。
　　http://shirakawa-go.org/kikin.html

基金に対する
ご寄付お送り先
及び資料請求先

　合掌財団では世界遺産集落の景観保護を行うた
め、合掌造り家屋の修理に対する助成や合掌造り
を取り巻く全ての建物が農村風景に影響を与えな
いような修景に対する助成等を中心に、集落に暮
らす住民の生活により密着した事業展開を心がけ
ております。
　それらの経費を賄うには、合掌財団のわずかな
基本財産の運用益だけでははるかに及ばないのが
現状です。現在はそれを補う窮余の策として岐阜

県の助成を得て、白川村が緊縮財政の中から捻出
しています。今後の社会情勢の変化に伴い、合掌
財団に対して要請される事業がますます多様化し
ていくものと予想されます。合掌財団がこのよう
な課題にできるだけすみやかに、的確に対処して
いくためには基本財産をより充実させ、運用でき
る果実をもっともっと増やさなくてはなりませ
ん。どうか合掌財団の趣旨にご賛同くださり、皆
様の暖かいご支援、ご協力をお願いします。

世界遺産白川郷合掌集落保存基金にご理解とご協力を世界遺産白川郷合掌集落保存基金にご理解とご協力を世界遺産白川郷合掌集落保存基金にご理解とご協力を世界遺産白川郷合掌集落保存基金にご理解とご協力を

千葉県 イオンリテール㈱
埼玉県 細谷　恵子
東京都 ㈱ジオコード
　〃　 平川　悦子
神奈川県 古谷　義幸
　〃　 小野　　剛
　〃　 北村　秀雄
　〃　 桐山　次郎
愛知県 森　　顕敏
　〃　 伊藤　睦子
　〃　 ＫＤＤＩ㈱　安田　憲央
　〃　 北條　正典（平和荘）
　〃　 大森　國雄
　〃　 北名古屋市
 　社会福祉協議会
岐阜県 五味　裕子

岐阜県 早川美和子
　〃　 ㈲高山観光写真サービス
　〃　 ㈱飛騨企画販売
 　小島　邦彦
　〃　 ㈱三輪酒造
 　三輪　研二
白川村 戸川　洋治
　〃　 白川郷荻町集落の
 　自然環境を守る会
滋賀県 ㈱文教スタヂオ
 　代表取締役 一円　泰成
三重県 紺谷　圭子
大阪府 高畠　明徳
和歌山県 石田　真紀 
兵庫県 西本　照也
山口県 藤井　律子

愛知県 乗越　隆司
埼玉県 細谷　恵子
東京都 南　　久栄
神奈川県 北村　秀雄
　〃 小野　　剛
　〃 古谷　義幸
静岡県 石原　正美
愛知県 大森　國雄
　〃 河合　銀一
　〃 森　　顕敏
　〃 北條　正典
岐阜県 熊崎　孝子
　〃 早川美和子
　〃 ㈱飛騨企画販売

荻町地区交通対策の歩み
　白川村観光振興課長 岩 本 一 也

H13年 交通社会実験実施（年2日）・白川村交通対策委員会設置
H14年 交通対策の試行実施（年1日）
H17年 新交通システムの試行実施（年2日）・荻町交通対策委員会設置
H18年 新交通システムの試行実施（年8日　4月～11月第3日曜）
H19～24年 新交通システムの実施（4月～11月第3金土・荻町祭礼）
H21年4月～ 荻町駐車場の大型バス廃止
H21年9月～ 大型車両乗入規制の通年実施
H22年4月～ 寺尾駐車場設置
H24年4月～ 荻町駐車場廃止
H25年4月～ 観光車両乗入制限試行（冬季を除く毎週末・行楽時期）
H26年4月～ 観光車両乗入制限実施（通年）
H26～27年 旧荻町駐車場公園整備
H27～28年 旧診療所解体・荻町バスターミナル整備

白川郷の合掌造り （ 1） （ 8） 白川郷の合掌造り

第　18　号
平成28年3月31日

古紙配合率80％再生紙使用

発行　（一財）世界遺産白川郷
合掌造り保存財団

岐阜県大野郡白川村荻町
2495番地の3
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台
　
　数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
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平成23～27年度　白川村営駐車場  月別入込み台数比較

世界遺産集落保存事業費
1,589万円　5％

駐車場・案内所
管理受託事業費
8,078万円
27％

基金積立金
8,000万円
26.5％

一般事務管理費
160万円 0.5％次期繰越

収支差額
2,436万円
　　8％

村への寄付金
1億円
33％

村補助金収入
（駐車場世界遺産
保存協力費の一部）
1,410万円 4.5％

駐車場・案内所　
管理受託事業収入
7,877万円
26％

前期繰越
（基金積立金を含む）
3,160万円
10.5％ 

運用基金取崩収入
1億円
33％

一般寄付金収入
350万円 1％

財産運用・利息収入
7,431万円
24.5％

雑収入
35万円
0.5％

歳出 3億263万円歳入 3億263万円

普通車

大型車

台
　
　数
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   13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

 普通車  61,861 70,891 62,302 44,953 48,624 66,272 81,557 106,257 95,583 75,245 56,047 92,526 110,844 115,104 133,162

 大型車  13,726 16,644 16,409 13,524 12,154 13,724 13,415 19,356 22,492 20,863 15,699 16,345 18,344 19,545   22,139

台
　
　数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
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財団が、どのような収入を得て、どのように支出しているのか、平成27年度の会計状況をお伝えします。

基本財産　302,361,000円
運用財産　370,943,298円
合　　計　673,304,298円

財団が保持している基金の現在額（平成28年3月）

平成27年度

・・・一般財団法人世界遺産白川郷合掌造り保存財団・・・

財源内訳

平成27年度の主な事業平成27年度の主な事業

財源内訳

1．修理事業
差し茅 8棟

伝統的建造物修理 
棟茅葺替 79/108棟

トタン屋根葺替 1棟

2．修景事業
修景協力費助成 6棟

トタン屋根葺替 4棟

ビニールシート指定色奨励事業 111枚

一般建築物茅屋根補修 3棟

オダレ助成 6枚

3．地域活性化事業
自治保存会活動費助成
自治保存会育成事業
人材育成事業 

4．水田復旧事業
復旧農地の維持管理・活用 　水田63.10a、畑0.7a
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2,291,054円
2,291,054円

村補助金
基金運用利息

10,600,000円
458,993円

合　計

合　計 11,058,993円

　当財団は設立当初からせせらぎ公園他村営駐車場と総合
案内「であいの館」の指定管理業務を受託しており、これらの
運営管理を行いながら、世界遺産集落を保全するための公
益事業を行っております。職員の人件費等主な経費は受託費
で賄われております。
　せせらぎ駐車場では利用客から駐車場利用料（普通車300
円・大型車2,000円）、世界遺産保存協力費（普通車200円・
大型車1,000円）の二種類を徴収しています。これらの収入は
一旦財団からすべて村に収められます。
　そのうち駐車場利用料はせせらぎ公園及び駐車場の維持
管理費に当てられ、一部は駐車場・総合案内管理受託事業
費として財団の歳入となります。世界遺産保存協力費は世界
遺産地区の保存のために使われます。こちらも一部が村から
事業及び運営費補助金として財団に入ります。これは財団の
主目的である世界遺産集落保存事業を遂行するための大切
な収入源となっております。平成２7年度のせせらぎ公園小呂
駐車場の総収入は、駐車場利用料約8,243万円（986万円
増）、世界遺産保存協力費約4,956万円（573万円増）となりま
した。同様に寺尾駐車場及びみだしま公園臨時駐車場で徴
収された駐車場利用料2,916万円（923万円増）をあわせて村
に納付させていただきました。そのうち駐車場、案内所管理受
託事業費として8,200万円、集落整備事業及び運営費補助金
として1,620万円を村からの収入とさせていただきました。
　今年度財団では、寺尾地区にある世界遺産地区緩衝地帯
に含まれる土地の購入代金の一部として白川村に１億円の寄
附をさせていただきました。この土地は今後村が管理し、景観
保全と茅場造成等に活用される予定です。財団が保有する
基金は約6億7,330万円、平成27年度は7,431万円の財産運
用・利息収入となりました。財団の貴重な自主財源として集落
保存事業を中心に活用しています。
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せせらぎ公園小呂駐車場  年度別入込み推移
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っ
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く
べ
き
状
況
で
あ
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、
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「
陸
の
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島
」
と
呼
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れ
た
村
が
大
変
革
し
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
村
で
は
荻
町
区
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も
あ
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、
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朽
化
し
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白
川
診
療
所
を
解
体
・
移
設
し
、

跡
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、
現
在
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て
い
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。
こ
れ
に
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り
、

世
界
遺
産
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落
内
の
景
観
向
上
と
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通
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、
観
光
客
の
分
散
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を

一
層
促
進
し
、
観
光
客
の
満
足
度

の
向
上
と
平
等
性
の
確
保
が
期
待

で
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
決
し
て
こ
れ
が
ゴ
ー

ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
益
々

増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
外
国

人
旅
行
者
や
そ
れ
に
伴
う
レ
ン
タ

カ
ー
や
タ
ク
シ
ー
の
増
加
、
更
に

は
住
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・
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光
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の
安
全
対
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な
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、
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の
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の
渋
滞
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策

を
含
め
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け
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態
勢
の
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、
マ
イ
カ
ー
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公
安
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制
の
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、
経
済
効
果
の
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、
白
川
村

全
体
へ
の
分
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化
な
ど
課
題
も
数
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あ
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し
、
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も
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る
こ
と
で
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ょ
う
。

　
私
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、
平
成
二
十
四
年
度
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「
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落
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」
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落
の

環
境
保
全
に
も
参
画
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
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で
現
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の
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等
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が
、
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、
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光
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、
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反
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」
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光
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。
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迎
え
ま
す
。
国
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も
「
地
方
創
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」
の
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に
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な
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が
打
ち
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れ
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、
当
課
で
は
、
観
光
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に
よ
る
地
域
振
興
に
加
え
、
移
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定
住
、
空
き
家
活
用
、
起
業
者
支

援
・
企
業
誘
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な
ど
に
も
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を
入

れ
、
村
づ
く
り
に
取
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で
い

ま
す
。
し
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し
「
自
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の
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は
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ち
で
守
り
育
む
」
と
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う

住
民
皆
様
の
行
動
も
必
要
で
す
。

問
題
や
課
題
を
皆
で
話
し
合
い
、

考
え
、
行
動
で
き
る
よ
う
住
民
主

体
の
村
づ
く
り
に
つ
い
て
も
努
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し
て
い
き
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と
思
い
ま
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の

で
、
今
後
と
も
ご
理
解
ご
協
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を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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平成23～27年度　白川村営駐車場  月別入込み台数比較
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財団が、どのような収入を得て、どのように支出しているのか、平成27年度の会計状況をお伝えします。

基本財産　302,361,000円
運用財産　370,943,298円
合　　計　673,304,298円

財団が保持している基金の現在額（平成28年3月）
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3．地域活性化事業
自治保存会活動費助成
自治保存会育成事業
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4．水田復旧事業
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　当財団は設立当初からせせらぎ公園他村営駐車場と総合
案内「であいの館」の指定管理業務を受託しており、これらの
運営管理を行いながら、世界遺産集落を保全するための公
益事業を行っております。職員の人件費等主な経費は受託費
で賄われております。
　せせらぎ駐車場では利用客から駐車場利用料（普通車300
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大型車1,000円）の二種類を徴収しています。これらの収入は
一旦財団からすべて村に収められます。
　そのうち駐車場利用料はせせらぎ公園及び駐車場の維持
管理費に当てられ、一部は駐車場・総合案内管理受託事業
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主目的である世界遺産集落保存事業を遂行するための大切
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として1,620万円を村からの収入とさせていただきました。
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に含まれる土地の購入代金の一部として白川村に１億円の寄
附をさせていただきました。この土地は今後村が管理し、景観
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用・利息収入となりました。財団の貴重な自主財源として集落
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ま
す
。

白川郷の合掌造り （ 3） （ 2） 白川郷の合掌造り



馬 籠 宿

・
全
国
各
地
か
ら
伝
建
地
区
の
関
係
者
が
一

同
に
交
い
す
る
会
は
、
初
め
て
参
加
す
る

私
に
と
っ
て
圧
巻
で
あ
っ
た
。
様
々
な

方
々
と
情
報
交
換
が
で
き
有
意
義
な
時
間

で
あ
っ
た
。
た
だ
、
ど
う
し
て
も
年
配
者

の
参
加
が
多
く
、
若
い
方
々
の
参
加
が
大

事
で
あ
る
と
感
じ
た
。

・
各
地
か
ら
の
報
告
の
中
で
、
来
年
度
開
催

地
で
あ
る
加
賀
市
の
ニ
ー
ト
や
ひ
き
こ
も

り
の
参
画
を
促
す
取
り
組
み
や
雪
に
着
目

し
た
ビ
ジ
ネ
ス
が
興
味
深
か
っ
た
。
マ
イ

ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
プ
ラ
ス
に
転
じ
る
取
り

組
み
を
、
来
年
度
の
研
修
で
さ
ら
に
学
び

た
い
と
感
じ
た
。

・
海
野
宿
は
通
り
に
水
が
流
れ
、
お
店
も
少

な
く
落
ち
着
い
た
た
た
ず
ま
い
で
あ
っ

た
。
住
民
の
景
観
を
守
る
熱
意
を
感
じ

た
。
周
辺
都
市
に
職
場
が
あ
り
、
観
光
業

で
生
活
し
な
く
て
も
居
住
地
と
し
て
建
物

と
そ
の
景
観
を
守
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
と
の
こ
と
。
た
だ
、
居
住
者
の
高
齢
化

や
後
継
者
育
成
は
、
課
題
と
し
て
挙
げ
ら

れ
て
い
た
。

・
海
野
宿
が
宿
場
町
か
ら
養
蚕
振
興
の
町
へ

と
移
行
し
て
い
っ
た
過
程
が
興
味
深
か
っ

た
。
資
料
館
に
も
養
蚕
関
係
の
展
示
物
が

あ
り
、
白
川
郷
の
養
蚕
を
紹
介
す
る
上
で

も
ぜ
ひ
参
考
に
し
た
い
。

・
海
野
宿
の
散
策
で
は
、
地
元
小
学
生
ガ
イ

ド
に
よ
る
説
明
が
あ
っ
た
。
地
域
を
知
り

地
域
を
愛
し
誇
り
と
す
る
と
て
も
素
晴
ら

し
い
取
り
組
み
で
あ
る
と
感
じ
た
。
白
川

の
小
中
学
校
で
も
ぜ
ひ
！！
。

・
住
民
分
科
会
で
は
、
ど
の
地
区
も
景
観
保

全
に
誇
り
と
熱
意
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
同
時
に
白

川
郷
の
様
子
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
ら
れ

る
こ
と
が
多
々
あ
っ
た
。
伝
建
地
区
か
ら

世
界
遺
産
と
な
っ
た
白
川
郷
は
、
良
き
に

せ
よ
悪
し
き
に
せ
よ
、
た
え
ず
注
目
さ
れ

て
い
る
。
伝
建
地
区
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
的

な
存
在
と
し
て
の
重
責
を
感
じ
た
。
自
信

と
誇
り
を
も
っ
て
取
り
組
み
た
い
。

・
研
修
を
通
し
て
４
つ
の
宿
場
町
を
視
察
。

ど
の
街
道
も
美
し
く
保
存
さ
れ
て
い
た
。

妻
籠
宿
の
観
光
案
内
所
入
口
に
は
「
売
ら

な
い
・
貸
さ
な
い
・
壊
さ
な
い
」
の
看
板

が
掲
示
さ
れ
て
い
た
。
お
店
の
外
へ
の
物

品
陳
列
は
一
切
な
し
。
白
川
も
学
び
た

い
。

・
素
晴
ら
し
い
研
修
を
企
画
く
だ
さ
っ
た
合

掌
財
団
に
心
よ
り
感
謝
。
次
回
は
さ
ら
に

若
い
方
々
や
女
性
陣
、
観
光
業
に
従
事
さ

れ
て
い
る
方
々
に
多
く
参
加
い
た
だ
け
た

ら
と
感
じ
た
。

・
善
光
寺
は
御
開
帳
の
時
期
で
大
変
な
賑
わ

い
で
あ
っ
た
。
参
道
の
お
店
は
、
新
し
い

も
の
と
古
い
も
の
が
う
ま
く
交
わ
っ
て
い

た
。
新
し
い
も
の
が
あ
る
こ
と
で
、
古
い

も
の
の
良
さ
が
引
き
立
っ
て
い
た
。

情報交換会

国宝　善光寺

奈良井宿

妻籠宿を守る住民憲章妻 籠 宿

住民意見交換会

滞在型交流施設「うんのわ」

現地視察（海野宿）

　
平
成
二
十
七
年
度
の
自
治
保
存
会
育
成
事
業
は
、
五
月
二

十
日
〜
二
十
二
日
の
日
程
で
長
野
県
東
御
市
で
開
催
さ
れ
た

第
三
十
七
回
全
国
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
協
議
会
総

会
・
研
修
会
住
民
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者

は
事
務
局
を
含
め
八
名
、
二
泊
三
日
の
予
定
で
あ
っ
た
た
め

参
加
者
が
例
年
に
な
く
少
な
く
、
残
念
で
し
た
。

　
一
日
目
に
は
総
会
お
よ
び
記
念
講
演
、
情
報
交
換
会
が
行

わ
れ
、
二
日
目
に
は
東
御
市
海
野
宿
で
現
地
視
察
研
修
、
文

化
庁
講
演
、
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
三
日
目
に
は

国
宝
善
光
寺
に
参
拝
し
、
帰
路
を
中
山
道
、
木
曽
路
と
し
奈

良
井
宿
、
妻
籠
宿
、
馬
篭
宿
の
伝
建
地
区
を
巡
る
強
行
日
程

で
日
没
ま
で
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
研
修
の
報
告
は
、
守
る
会
（
和
田
会
長
）
で
取
り
纏
め
て

い
た
だ
い
た
参
加
者
の
感
想
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第37回 全国伝統的建造物群
　　 　保存地区協議会総会・研修

平成27年度　自治保存会育成事業

白川郷の合掌造り （ 5） （ 4） 白川郷の合掌造り



馬 籠 宿

・
全
国
各
地
か
ら
伝
建
地
区
の
関
係
者
が
一

同
に
交
い
す
る
会
は
、
初
め
て
参
加
す
る

私
に
と
っ
て
圧
巻
で
あ
っ
た
。
様
々
な

方
々
と
情
報
交
換
が
で
き
有
意
義
な
時
間

で
あ
っ
た
。
た
だ
、
ど
う
し
て
も
年
配
者

の
参
加
が
多
く
、
若
い
方
々
の
参
加
が
大

事
で
あ
る
と
感
じ
た
。

・
各
地
か
ら
の
報
告
の
中
で
、
来
年
度
開
催

地
で
あ
る
加
賀
市
の
ニ
ー
ト
や
ひ
き
こ
も

り
の
参
画
を
促
す
取
り
組
み
や
雪
に
着
目

し
た
ビ
ジ
ネ
ス
が
興
味
深
か
っ
た
。
マ
イ

ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
プ
ラ
ス
に
転
じ
る
取
り

組
み
を
、
来
年
度
の
研
修
で
さ
ら
に
学
び

た
い
と
感
じ
た
。

・
海
野
宿
は
通
り
に
水
が
流
れ
、
お
店
も
少

な
く
落
ち
着
い
た
た
た
ず
ま
い
で
あ
っ

た
。
住
民
の
景
観
を
守
る
熱
意
を
感
じ

た
。
周
辺
都
市
に
職
場
が
あ
り
、
観
光
業

で
生
活
し
な
く
て
も
居
住
地
と
し
て
建
物

と
そ
の
景
観
を
守
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
と
の
こ
と
。
た
だ
、
居
住
者
の
高
齢
化

や
後
継
者
育
成
は
、
課
題
と
し
て
挙
げ
ら

れ
て
い
た
。

・
海
野
宿
が
宿
場
町
か
ら
養
蚕
振
興
の
町
へ

と
移
行
し
て
い
っ
た
過
程
が
興
味
深
か
っ

た
。
資
料
館
に
も
養
蚕
関
係
の
展
示
物
が

あ
り
、
白
川
郷
の
養
蚕
を
紹
介
す
る
上
で

も
ぜ
ひ
参
考
に
し
た
い
。

・
海
野
宿
の
散
策
で
は
、
地
元
小
学
生
ガ
イ

ド
に
よ
る
説
明
が
あ
っ
た
。
地
域
を
知
り

地
域
を
愛
し
誇
り
と
す
る
と
て
も
素
晴
ら

し
い
取
り
組
み
で
あ
る
と
感
じ
た
。
白
川

の
小
中
学
校
で
も
ぜ
ひ
！！
。

・
住
民
分
科
会
で
は
、
ど
の
地
区
も
景
観
保

全
に
誇
り
と
熱
意
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
同
時
に
白

川
郷
の
様
子
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
ら
れ

る
こ
と
が
多
々
あ
っ
た
。
伝
建
地
区
か
ら

世
界
遺
産
と
な
っ
た
白
川
郷
は
、
良
き
に

せ
よ
悪
し
き
に
せ
よ
、
た
え
ず
注
目
さ
れ

て
い
る
。
伝
建
地
区
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
的

な
存
在
と
し
て
の
重
責
を
感
じ
た
。
自
信

と
誇
り
を
も
っ
て
取
り
組
み
た
い
。

・
研
修
を
通
し
て
４
つ
の
宿
場
町
を
視
察
。

ど
の
街
道
も
美
し
く
保
存
さ
れ
て
い
た
。

妻
籠
宿
の
観
光
案
内
所
入
口
に
は
「
売
ら

な
い
・
貸
さ
な
い
・
壊
さ
な
い
」
の
看
板

が
掲
示
さ
れ
て
い
た
。
お
店
の
外
へ
の
物

品
陳
列
は
一
切
な
し
。
白
川
も
学
び
た

い
。

・
素
晴
ら
し
い
研
修
を
企
画
く
だ
さ
っ
た
合

掌
財
団
に
心
よ
り
感
謝
。
次
回
は
さ
ら
に

若
い
方
々
や
女
性
陣
、
観
光
業
に
従
事
さ

れ
て
い
る
方
々
に
多
く
参
加
い
た
だ
け
た

ら
と
感
じ
た
。

・
善
光
寺
は
御
開
帳
の
時
期
で
大
変
な
賑
わ

い
で
あ
っ
た
。
参
道
の
お
店
は
、
新
し
い

も
の
と
古
い
も
の
が
う
ま
く
交
わ
っ
て
い

た
。
新
し
い
も
の
が
あ
る
こ
と
で
、
古
い

も
の
の
良
さ
が
引
き
立
っ
て
い
た
。

情報交換会

国宝　善光寺

奈良井宿

妻籠宿を守る住民憲章妻 籠 宿

住民意見交換会

滞在型交流施設「うんのわ」

現地視察（海野宿）

　
平
成
二
十
七
年
度
の
自
治
保
存
会
育
成
事
業
は
、
五
月
二

十
日
〜
二
十
二
日
の
日
程
で
長
野
県
東
御
市
で
開
催
さ
れ
た

第
三
十
七
回
全
国
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
協
議
会
総

会
・
研
修
会
住
民
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者

は
事
務
局
を
含
め
八
名
、
二
泊
三
日
の
予
定
で
あ
っ
た
た
め

参
加
者
が
例
年
に
な
く
少
な
く
、
残
念
で
し
た
。

　
一
日
目
に
は
総
会
お
よ
び
記
念
講
演
、
情
報
交
換
会
が
行

わ
れ
、
二
日
目
に
は
東
御
市
海
野
宿
で
現
地
視
察
研
修
、
文

化
庁
講
演
、
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
三
日
目
に
は

国
宝
善
光
寺
に
参
拝
し
、
帰
路
を
中
山
道
、
木
曽
路
と
し
奈

良
井
宿
、
妻
籠
宿
、
馬
篭
宿
の
伝
建
地
区
を
巡
る
強
行
日
程

で
日
没
ま
で
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
研
修
の
報
告
は
、
守
る
会
（
和
田
会
長
）
で
取
り
纏
め
て

い
た
だ
い
た
参
加
者
の
感
想
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第37回 全国伝統的建造物群
　　 　保存地区協議会総会・研修

平成27年度　自治保存会育成事業

白川郷の合掌造り （ 5） （ 4） 白川郷の合掌造り



　財団では人材育成の一つとして、白川小学校の田づくりに関わる肥料や苗の他、
畑作りやプランター栽培に必要な種や苗の助成を行っています。
　５年生の田づくりでは、財団職員が田植え・稲刈り・脱穀の指導をしながら子供
達と一緒に作業を行いました。

●田づくり●

　10月20日、白川小学校2年生
の児童がさつまいも掘り作業を行い
ました。6月には児童で苗植えも行っています。この畑は
集落内の景観保全を目的に休耕田を利用して作っており、
児童たちは職員から景観を守る大切さを学んだあと、一斉
に芋掘りを行いました。

　5月28日、白川小学校5年生と本巣郡北
方南小学校5年生の交流学習があり、休耕
田にて田植え体験を行いました。

　12月には収穫したお米で
の親子おもちつきに招待さ
れ、子供達と一緒についた
お餅を美味しくいただきま
した。

　今年も財団の田植えや稲刈りを手伝ってくれた小学生・中
学生の皆さん、ありがとうございました。
　財団が所有する休耕田は機械が入らない所が多くとても大
変ですが、職員と一緒に頑張ってく
れた皆さんのおかげで、とても
助かりました。

　これからも水
田協力隊として、
お手伝いをよろ
しくお願いしま
す！

　財団では世界遺産の景観保全を目的
に休耕田の復旧や維持管理を行ってい
ます。
　今年も収穫したお米の一部を
皆さんに味わって頂きたいと
各代表へ手渡しました。

今年も集落内で作った新米を
「瀬音さくら山荘・しゃくなげ荘」へ

「村学校給食センター」へ
寄贈しました。

●さつまいも畑●

●田植え体験●

●水田協力隊●

　12月にはさつまいも
パーティーに招待され、
子供達と一緒にゲームを
したり、さつまいもで
作ったお菓子を美味しく
いただきました。

昔ながらの景色を子供たちに残せるよう、　　　　　　　
　　　　　　　今後も景観保全に取り組んで行きます！

今後も次世代の遺産保存のための人づくりにつながるよう、
積極的に教育活動を行っていきます！

荻町集落の景観保全
～水田復旧事業～

　10月23日、白川小学校2年生の児童が財団職員
の仕事を見学に訪れました。児童は事務所や駐車
場でどのような仕事をしているのかなど質問し、
熱心に聞き取りをしていました。

●地域学習●

人材育成事業

　11月11日には下
目事務局長が授業
に参加し、財団の
仕事内容などの説
明をしました。

白川郷の合掌造り （ 7） （ 6） 白川郷の合掌造り



　財団では人材育成の一つとして、白川小学校の田づくりに関わる肥料や苗の他、
畑作りやプランター栽培に必要な種や苗の助成を行っています。
　５年生の田づくりでは、財団職員が田植え・稲刈り・脱穀の指導をしながら子供
達と一緒に作業を行いました。

●田づくり●

　10月20日、白川小学校2年生
の児童がさつまいも掘り作業を行い
ました。6月には児童で苗植えも行っています。この畑は
集落内の景観保全を目的に休耕田を利用して作っており、
児童たちは職員から景観を守る大切さを学んだあと、一斉
に芋掘りを行いました。

　5月28日、白川小学校5年生と本巣郡北
方南小学校5年生の交流学習があり、休耕
田にて田植え体験を行いました。

　12月には収穫したお米で
の親子おもちつきに招待さ
れ、子供達と一緒についた
お餅を美味しくいただきま
した。

　今年も財団の田植えや稲刈りを手伝ってくれた小学生・中
学生の皆さん、ありがとうございました。
　財団が所有する休耕田は機械が入らない所が多くとても大
変ですが、職員と一緒に頑張ってく
れた皆さんのおかげで、とても
助かりました。

　これからも水
田協力隊として、
お手伝いをよろ
しくお願いしま
す！

　財団では世界遺産の景観保全を目的
に休耕田の復旧や維持管理を行ってい
ます。
　今年も収穫したお米の一部を
皆さんに味わって頂きたいと
各代表へ手渡しました。

今年も集落内で作った新米を
「瀬音さくら山荘・しゃくなげ荘」へ

「村学校給食センター」へ
寄贈しました。

●さつまいも畑●

●田植え体験●

●水田協力隊●

　12月にはさつまいも
パーティーに招待され、
子供達と一緒にゲームを
したり、さつまいもで
作ったお菓子を美味しく
いただきました。

昔ながらの景色を子供たちに残せるよう、　　　　　　　
　　　　　　　今後も景観保全に取り組んで行きます！

今後も次世代の遺産保存のための人づくりにつながるよう、
積極的に教育活動を行っていきます！

荻町集落の景観保全
～水田復旧事業～

　10月23日、白川小学校2年生の児童が財団職員
の仕事を見学に訪れました。児童は事務所や駐車
場でどのような仕事をしているのかなど質問し、
熱心に聞き取りをしていました。

●地域学習●

人材育成事業

　11月11日には下
目事務局長が授業
に参加し、財団の
仕事内容などの説
明をしました。
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昨
年
は
、
世
界
文
化
遺
産
登
録

二
十
周
年
、
北
陸
新
幹
線
開
業
、

白
山
白
川
郷
ホ
ワ
イ
ト
ロ
ー
ド
へ

の
愛
称
変
更
と
料
金
半
額
な
ど
、

白
川
村
に
と
っ
て
大
き
な
節
目
を

迎
え
た
年
と
な
り
ま
し

た
。
観
光
入
込
数
で
は
、

円
安
・
訪
日
ブ
ー
ム
に

よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
効
果
に

よ
り
、
昨
年
日
本
を
訪

れ
た
外
国
人
旅
行
者
が

千
九
百
七
十
四
万
人
と

一
昨
年
と
比
べ
六
百
三

十
三
万
人
の
増
加
と
な

り
ま
し
た
。
白
川
村
に

お
い
て
も
台
湾
・
中
国
・

タ
イ
を
は
じ
め
と
す
る

ア
ジ
ア
か
ら
の
旅
行
者
が
大
き
く

増
加
し
、
国
内
含
め
た
村
全
体
の

観
光
入
込
数
は
百
七
十
三
万
人
と

一
昨
年
の
百
五
十
万
人
か
ら
大
き

く
増
加
し
ま
し
た
。
今
年
に
入
っ

て
も
そ
の
勢
い
は
留
ま
る
こ
と
な

く
、
冬
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
雪
が

少
な
い
状
況
に
も
関
わ
ら
ず
大
混

雑
と
な
り
、「
言
葉
が
通
じ
な
い
」

「
マ
ナ
ー
を
知
ら
な
い
」
外
国
人

客
の
対
応
で
ス
タ
ッ
フ

が
苦
慮
す
る
な
ど
課
題

が
残
る
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

　
観
光
客
が
増
加
す
る

一
方
で
問
題
に
な
る
の

が
観
光
車
両
の
増
加
で

す
。
荻
町
地
区
で
は
世

界
遺
産
登
録
以
降
、Ｇ

Ｗ
や
お
盆
、
紅
葉
シ
ー

ズ
ン
を
中
心
に
増
加
す

る
観
光
車
両
の
対
策
と

し
て
、
平
成
十
三
年
の

交
通
社
会
実
験
を
皮
切
り
に
様
々

な
交
通
対
策
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。
当
時
私
は
役
場
で
企
画
担
当

の
仕
事
を
し
て
い
た
関
係
で
こ
の

実
験
に
関
わ
り
、
そ
の
後
、
観
光

担
当
と
な
り
平
成
十
七
年
に
設
立

し
た
「
荻
町
交
通
対
策
委
員
会
」

の
事
務
局
と
し
て
長
く
関
わ
ら
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
交
通
対
策
の
歴
史
は
、
表
に
示

す
と
お
り
で
す
が
、
平
成
二
十
六

年
四
月
か
ら
の
年
間
を
通
じ
た
観

光
車
両
乗
入
制
限
の
実
施
に
至
る

ま
で
に
は
、
な
ん
と
十
三
年
と
い

う
長
い
年
月
を
要
し
ま
し
た
。
当

然
、
白
川
郷
の
世
界
遺
産
は
、
住

民
が
生
活
し
て
い
る
場
所
で
、
登

録
当
時
は
集
落
内
に
車
の
乗
り
入

れ
が
可
能
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
、

交
通
対
策
を
進
め
る
と
な
る
と
様
々

な
課
題
に
直
面
し
、
委
員
会
で
そ
の

課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
協
議
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ
の
詳
細
は

省
略
し
ま
す
が
、
観
光
車
両
を
乗

入
制
限
す
る
こ
と
で
、
観
光
導
線

が
大
き
く
変
わ
り
、
で
あ
い
橋
か

ら
の
一
極
集
中
に
よ
る
旧
荻
町
駐

車
場
周
辺
や
南
側
と
北
側
の
人
通

り
の
減
少
な
ど
、
観
光
客

の
分
散
化
に
向
け
た
取
り

組
み
が
必
要
と
な
り
ま
し

た
。

　
村
及
び
合
掌
造
り
保
存

財
団
で
は
、
混
雑
期
に
み

だ
し
ま
公
園
臨
時
駐
車

場
、
寺
尾
臨
時
駐
車
場
（
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
は
診
療
所
へ
）
を
活
用
し
、

観
光
車
両
の
受
入
容
量
を
強
化
す

る
こ
と
で
、
国
道
一
五
六
号
の
渋

滞
緩
和
と
観
光
客
の
分
散
化
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
併
せ
て
、
来

訪
者
の
休
憩
・
憩
い
の
場
が
少
な

い
と
い
う
現
状
を
踏
ま
え
、
旧
荻

町
駐
車
場
跡
地
の
公
園
整
備
、
隣

接
す
る
旧
観
光
案
内
所
・
旧
藤
坂

家
を
休
憩
所
と
し
て
活
用
す
る
た

め
の
整
備
も
行
い
今
春
か
ら
利
用

開
始
す
る
予
定
で
す
。

　
更
に
、
路
線
バ
ス
の
便
数
と
入

込
数
も
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、

現
在
白
川
郷
（
せ
せ
ら
ぎ
公
園
の

路
線
バ
ス
発
着
場
）
に
は
、
毎
日

名
古
屋
駅
か
ら
二
便
、
高
山
駅
か

ら
十
四
便
、
金
沢
駅
か
ら
十
便
、

新
高
岡
駅
か
ら
六
便
、
富
山
駅
か

ら
四
便
　
計
三
十
六
便
の
路
線
バ

ス
が
往
来
し
、
昨
年
は
約
十
九
万

編
集
後
記

　
今
回
、
岩
本
一
也
白
川
村
観
光
振
興
課
長
に

執
筆
頂
い
た
巻
頭
記
事
に
も
あ
る
と
お
り
、
白

川
郷
を
訪
れ
る
観
光
客
数
は
右
肩
上
が
り
に
増

加
し
て
お
り
ま
す
。
住
民
と
行
政
が
切
磋
琢
磨

し
て
こ
れ
だ
け
の
観
光
地
に
育
て
上
げ
た
こ
と

は
大
変
誇
ら
し
い
こ
と
で
す
。
た
だ
交
通
状
況

の
改
善
を
含
め
た
観
光
対
策
の
充
実
は
、
受
け

入
れ
る
側
だ
け
で
な
く
観
光
客
に
と
っ
て
こ
そ

大
切
で
あ
る
と
、
こ
の
仕
事
を
通
じ
て
ひ
し
ひ

し
と
思
い
ま
す
。お
客
様
が
あ
ま
り
の
混
雑
に
、

早
々
に
立
ち
去
る
姿
に
も
何
度
も
立
ち
会
い
ま

し
た
。
多
く
の
人
々
に
白
川
郷
を
知
っ
て
い
た

だ
く
せ
っ
か
く
の
チ
ャ
ン
ス
を
失
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
は
が
ゆ
い
思
い
が
残
る
の

は
贅
沢
で
し
ょ
う
か
。

　
自
治
保
存
会
育
成
事
業
で
旧
中
山
道
の
宿
場

町
で
あ
る
奈
良
井
・
妻
籠
・
馬
籠
宿
を
足
早
な

が
ら
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
観
光

地
で
あ
る
こ
と
を
表
に
出
さ
な
い
落
ち
着
い
た

佇
ま
い
は
貫
禄
を
感
じ
さ
せ
、
こ
の
ま
ま
立
ち

去
り
た
く
な
い
思
い
で
し
た
。

　
勿
論
、
隣
の
芝
生
を
褒
め
る
だ
け
で
は
い
け

ま
せ
ん
。
白
川
郷
の
良
さ
を
受
け
止
め
て
く
だ

さ
る
方
も
多
く
見
え
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
毎

年
合
掌
集
落
保
存
基
金
に
募
金
し
て
く
だ
さ
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ミ
カ
ン
や
写
真
パ

ネ
ル
を
添
え
て
頂
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
た
方
々
の
思
い
を
途

切
れ
さ
せ
な
い
よ
う
、

ま
た
ど
う
し
た
ら
白
川

郷
の
良
さ
を
発
信
で
き

る
の
か
、
研
究
を
重
ね

た
い
と
思
い
ま
す
。

募金ご協力者一覧（敬称略）

平成27年度

竹 筒 募 金

国重文 和田家／ふる郷 長瀬家／神田家／明善寺郷土
館／民宿 十右ェ門／民宿 きどや／民宿 ふるさと／民
宿 久松／民宿 利兵衛／民宿 幸ェ門／民宿 与四郎／
民宿 源作／民宿 大田屋／民宿 よきち／民宿 伊三郎
／民宿 のだにや／民宿 孫右ェ門／民宿 志みづ／民宿 
かんじゃ／トヨタ白川郷自然学校／民宿 一茶／民宿 
わだや／旅館 城山館／民宿 やまもと／土産 こびき屋
／土産 おけさ／土産 山楽堂／土産 佐藤民芸品店／土
産 しゃくなげ／土産 山里／土産 一飛／土産 今藤商店
／土産 白楽／土産 山峡の家／食事 基太の庄／見学 
合掌造り民家園／土産 古太神／食事 合掌 森崎／焔
仁美術館／土産 元気な野菜館／団子 いさなみ／食事 
喫茶狩人／土産 恵びすや／土産 おいしんぼ／食事 喫
茶今昔／白川郷の湯／食事 いろり／団子 ちとせ／た
なか屋／土産 ぜん助／食事 手打ちそば処 乃むら／喫
茶 さとう／あらい食堂／食事 味処ゆきんこ／鳩谷郵
便局／土産 道の駅白川郷／いっぷく ちな／食事 白水
園／食事 飛騨路／盛善／食事 ます園文助／土産 めめ
んこ／城山 天守閣／お食事処 忠兵衛／食事 しらおぎ
／喫茶 鄙／デイリーヤマザキ白川郷店／総合案内であ
いの館

振替による場合
・郵便振替口座　00810－6－51954
・飛騨農業協同組合白川支店（普）9203800

現金書留による場合及び資料請求先
〒501-5627　岐阜県大野郡白川村荻町2495-3
 （一財）世界遺産白川郷合掌造り保存財団
　TEL（05769）6-3111　ＦＡＸ（05769）6-3113
　☆インターネットでも受け付けています。
　　http://shirakawa-go.org/kikin.html

基金に対する
ご寄付お送り先
及び資料請求先

　合掌財団では世界遺産集落の景観保護を行うた
め、合掌造り家屋の修理に対する助成や合掌造り
を取り巻く全ての建物が農村風景に影響を与えな
いような修景に対する助成等を中心に、集落に暮
らす住民の生活により密着した事業展開を心がけ
ております。
　それらの経費を賄うには、合掌財団のわずかな
基本財産の運用益だけでははるかに及ばないのが
現状です。現在はそれを補う窮余の策として岐阜

県の助成を得て、白川村が緊縮財政の中から捻出
しています。今後の社会情勢の変化に伴い、合掌
財団に対して要請される事業がますます多様化し
ていくものと予想されます。合掌財団がこのよう
な課題にできるだけすみやかに、的確に対処して
いくためには基本財産をより充実させ、運用でき
る果実をもっともっと増やさなくてはなりませ
ん。どうか合掌財団の趣旨にご賛同くださり、皆
様の暖かいご支援、ご協力をお願いします。

世界遺産白川郷合掌集落保存基金にご理解とご協力を世界遺産白川郷合掌集落保存基金にご理解とご協力を世界遺産白川郷合掌集落保存基金にご理解とご協力を世界遺産白川郷合掌集落保存基金にご理解とご協力を

千葉県 イオンリテール㈱
埼玉県 細谷　恵子
東京都 ㈱ジオコード
　〃　 平川　悦子
神奈川県 古谷　義幸
　〃　 小野　　剛
　〃　 北村　秀雄
　〃　 桐山　次郎
愛知県 森　　顕敏
　〃　 伊藤　睦子
　〃　 ＫＤＤＩ㈱　安田　憲央
　〃　 北條　正典（平和荘）
　〃　 大森　國雄
　〃　 北名古屋市
 　社会福祉協議会
岐阜県 五味　裕子

岐阜県 早川美和子
　〃　 ㈲高山観光写真サービス
　〃　 ㈱飛騨企画販売
 　小島　邦彦
　〃　 ㈱三輪酒造
 　三輪　研二
白川村 戸川　洋治
　〃　 白川郷荻町集落の
 　自然環境を守る会
滋賀県 ㈱文教スタヂオ
 　代表取締役 一円　泰成
三重県 紺谷　圭子
大阪府 高畠　明徳
和歌山県 石田　真紀 
兵庫県 西本　照也
山口県 藤井　律子

愛知県 乗越　隆司
埼玉県 細谷　恵子
東京都 南　　久栄
神奈川県 北村　秀雄
　〃 小野　　剛
　〃 古谷　義幸
静岡県 石原　正美
愛知県 大森　國雄
　〃 河合　銀一
　〃 森　　顕敏
　〃 北條　正典
岐阜県 熊崎　孝子
　〃 早川美和子
　〃 ㈱飛騨企画販売

荻町地区交通対策の歩み
　白川村観光振興課長 岩 本 一 也

H13年 交通社会実験実施（年2日）・白川村交通対策委員会設置
H14年 交通対策の試行実施（年1日）
H17年 新交通システムの試行実施（年2日）・荻町交通対策委員会設置
H18年 新交通システムの試行実施（年8日　4月～11月第3日曜）
H19～24年 新交通システムの実施（4月～11月第3金土・荻町祭礼）
H21年4月～ 荻町駐車場の大型バス廃止
H21年9月～ 大型車両乗入規制の通年実施
H22年4月～ 寺尾駐車場設置
H24年4月～ 荻町駐車場廃止
H25年4月～ 観光車両乗入制限試行（冬季を除く毎週末・行楽時期）
H26年4月～ 観光車両乗入制限実施（通年）
H26～27年 旧荻町駐車場公園整備
H27～28年 旧診療所解体・荻町バスターミナル整備
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